
 

 

令和８年１月２２日 教育委員会会議録 

 

１ 日   時  令和８年１月２２日（木） 午後３時～午後３時３８分 

２ 場   所 １０階 委員会開催室 

３ 出 席 委 員 金沢智也教育長、田中克委員、向田敏委員、細谷真紀子委員、 伊藤洋子委員 

４ 出 席 者 板垣裕子教育部長、沼澤裕志教育企画課長（兼）企業・卒業生連携室長、 

長橋真教育総務課長、横山尚久学校教育課長、 

東海林一善総合学習センター所長、阿部宏社会教育青少年課長、 

和田裕樹少年自然の家所長、齋藤久美図書館長、 

志済直史商業高等学校事務長、事務局（教育企画課及び教育総務課職員） 

 

会議次第 

 

１ 開     会 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 議     事 

   議案第１号 市議会の議決を経るべき議案に係る市長への意見の申出について 

         （令和７年度教育費１月補正予算について） 

   議案第２号 山形市社会教育委員の委嘱について 

４ 報 告 事 項 

   令和７年度自然チャレンジ部の活動報告について 

５ そ  の  他 

６ 日  程  等 

⑴ 教育委員会の日程について 

⑵ 教育委員会主催（共催）の行事予定について 

７ 閉     会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

会議録 

 

１ 開 会  教育長 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

教育長…本日の会議録の署名委員だが、伊藤委員にお願いしたい。 

 

＜各委員より了承の声＞ 

 

３ 議 事 

 

教育長…本日の議事に入る前に「会議を公開しない」ことについてお諮りする。本日の議案第

１号「市議会の議決を経るべき議案に係る市長への意見の申出について（令和７年度

教育費１月補正予算）」は、山形市教育委員会会議規則第７条第１項第５号（市長又は

議会に対する意見の申出及び市長その他の関係機関との協議等を必要とする事項）に

該当すること、議案第２号「山形市社会教育委員の委嘱について」は同項第２号（附

属機関の構成員の委嘱若しくは解嘱又は任免に関する事項）に該当する案件であるこ

とから、「会議を公開しない」こととして、審議してよろしいか。 

 

（全委員異議なし） 

 

教育長…それでは議案第１号及び第２号は、「会議を公開しない」こととして審議し、その会議

録等についても非公開とする。 

 

＜以下、非公開＞ 

 

＜非公開解除 以下公開＞ 

 

  ４ 報 告 事 項 

   

教育長…「令和７年度自然チャレンジ部の活動報告について」説明をお願いする。 

 

＜少年自然の家所長より説明＞ 

 

教育長…ただ今の説明について、意見や質問等はあるか。 

 

伊藤委員…各学校の部活動に所属しながら自然チャレンジ部の活動をしていたとのことだが、

学校の部活動の日程との配慮はあったのか。また、今回の募集人数を教えていただ



 
 

 

きたい。 

 

少年自然の家所長…今回はこちらで活動の日程を決めて、参加できる生徒を募集した。１０名 

程度募集をして、５名の応募があった。 

 

伊藤委員…活動内容について、子どもにどの程度裁量があったのか。参加した生徒の感想文の

中に、「困難」や「試練」という言葉が出てきたが、それはどのような点か。 

 

少年自然の家所長…自分たちがやってみたいことをそれぞれ紙に書かせ、５人に共通している 

事項を選び組み合わせた。「困難」や「試練」については、憶測の域を出な

いものの、草木染めの体験において、子どもたちが植物の根や葉などの材

料を敷地内から採取する際、必要な材料がすぐに見つからず苦労したこと

や、火起こし体験に取り組んだ際の難しさを表現したものではないか。 

 

伊藤委員…新しい試みとして、とても面白い事業であると思った。子どもが自分で考えて問 

題解決をして、乗り越えていくような趣旨であると思うので、あまり大人が準備等

をしない方がいいと思った。卓球ラケットづくりは面白い活動だと思い資料を見て

いた。卓球部ではない子どもも卓球ラケットづくりをしたのか。 

 

少年自然の家所長…卓球ラケットづくりをしたのは、卓球部に所属している男子生徒１名であ

る。電動のこぎりで板をくり抜き、それを何枚か貼り合わせて作った。ラ

バーは貼らなかったが、それでも楽しく活動できた。他の生徒については、

草木染めを行った。 

 

伊藤委員…子どもの自主性と、安全に活動できるように大人が関わるバランスが難しいと思 

うが、スムーズに回っていくと面白い活動になると思った。 

 

細谷委員…部活動の地域移行や地域連携を見据えての事業だと思うが、開催時期が７月から 

１０月まででは短期的だと感じた。子どもたちが学校の部活動にそれぞれ所属した 

上で参加している現状の難しさもあると思うが、山形の冬期間の自然を子どもたち

に味わってもらうことも醍醐味になる。活動期間を少し長くしてもいいのではない

かと思う。部活動の地域展開を見据えた時に、早めの通知や募集の仕方があると思

うが、今回はどのように募集したのか。また、交通手段はどのように担ったのか教

えていただきたい。 

 

少年自然の家所長…募集については昨年７月に、小中学校のクラスにチラシとポスターを数枚 

         ずつ配布した。交通手段については、霞城公民館に集合してもらい、そこ 

から山形市のマイクロバスで自然の家まで移動した。 

 



 
 

 

細谷委員…活動報告について、自然の家職員の視点での活動報告が載っているが、活動に参加

した生徒の保護者に対してアンケート等は予定していたのか。 

 

少年自然の家所長…保護者に対してのアンケート等は予定していなかった。 

 

細谷委員…来年度の事業でもいいので、是非保護者の声を集められるような取組をしてほしい。

部活動の地域展開のためのヒント等があるかもしれない。 

 

教育長…他に意見や質問はあるか。 

 

＜各委員より「なし」の声＞ 

 

５ そ の 他 

 

教育長…その他委員より報告等はないか。 

 

＜各委員より「なし」の声＞ 

 

教育長…事務局よりその他報告等はないか。 

 

＜事務局より「なし」の声＞ 

 

６ 日 程 等 

 

＜教育総務課長より教育長及び教育委員の日程及び教育委員会主催（共催）の行事等について

説明＞ 

 

７ 閉 会  教育長 

 


